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良く知られているように･ SrTi03の 105oK相転移はブ リアン帯境界における
R25 フォノン･モー ドの凍結に由来するものであるが,この相転移のオーダ ･パラメタ
-である酸素八面体の画転強 く甲> は八面体の中心に置換されているF:'のスペクト
ルの (001)面内での分裂として極めて精密に観測することができる｡最近按の酸素イ
ォン空孔をもつF3+の "st,ongaxial field"スペク トルはESR線巾が非常に狭e
い (1-3ガウス)ので,<?>の測定精度は約 0.050にもなり,酸素イオンの変位
に直して-2×10~3且にも達している｡しかも,注意すべきことには, B｡Ti03の













･C近傍で - (Tl ｡)/Tc～0･1)以内でβ-‡ -とchange-over しているこ
とが判明した｡2) このような広い臨界領域の存在は,.･従来の強誘電的相転移では見られ




共鳴磁場の値が<甲> S についての情報を与えたように, ESR共鳴線巾がI)ynamic
form factorS(冒,60)= (1/2,T)J∞ <虹 (t)･虹 (0)> ･eiwtdtについ
~∞ q q
ての情報をもたらすことが判 ってきたO温度が Tcに近づくと甲 の臨界揺動が高まる





critical slowingdownのために共鳴線 は Ganβian形 とな ってい る･(Slow-
motion regime)｡ Tcの遠 くでは motionalnarroYing現象が支配していて･
線の形は LorerltZianとなっている (Fastm otion regime)
(21 Fast-motion regimeでの△H の解析をSohwablの理論に沿って行 った.
Orsteirl-Zernike型の異方的感受率
x(言,e)-2｡〔q2-(- △)q孟+ 応2〕~1+甲/2
を仮定.L,相関距離の逆数 K- N｡EVの臨界指数 γや相関の異方性を表わす △を実験












うるが,ESRの検出部に multi-chanflel analyserを使用 して,共鳴線のプロ
フィルの決定およびその後の数値処理を精度良く行 っている点が注目される｡温度制御
は約 0.010 である｡ ′
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